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〒742-0031  

柳井市南町三丁目 9－3 

TEL 0820－25－3290(代表) 

FAX 0820－25－3297 

チャレンジ・サザンセト！活力みなぎる農林水産業の創造 

周防大島高校生が 

「山口大島みかんＰＲ動画」を制作しました 

柳井・大島地域「地産・地消」推進会議では、近年、若年層の果物の消費量が減少してい

ることから、若い消費者にみかんへの関心を高めるため、若者目線でのＰＲ動画の制作に取

り組みしました。 

動画制作は地元周防大島高校に依頼し、3 年生のフィールドワークⅡの授業の一環で、Ｄ

ＡＳＨ島コースの生徒8名に取り組んでいただきました 

生徒は山口大島みかんの概要や動画撮影の基礎について学ぶことから始まり、企画書の作

成、企画書のプレゼンテーション、撮影の練習や準備、そして撮影と、半年かけて 2本の PR

動画を制作しました。 

このほか、周防大島高校生が出演する PR動画も2本制作されました。 

動画制作にあたっては、地元ケーブルテレビの技術サポートや、周防大島町在住のマウン

テンマウスのまぁしぃによる「山口大島みかんのうた」の作曲、撮影用の園地の提供など、

多くのみなさんのご協力、ご支援をいただき、楽しく、インパクトのある PR 動画が出来上

がっています。 

多くの皆さんの力添えにより制作された動画は 1 月 25 日から県内の直売所や道の駅など

125箇所に設置してあるデジタルサイネージ「ぶちうま！情報ステーション」で放映されて

います。一人でも多くの若い消費者のみなさんが、店頭で手にするきっかけになることを期

待しています。  

周防大島高校の生徒のみなさん、ありがとうございました！ 

企画書をプレゼンテーション 

  

制作動画のお披露目会 
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３
月
１０
日
（
金
）、
柳
井
地
域
農

林
水
産
業
・
農
山
漁
村
振
興
懇
話
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

本
懇
話
会
は
、
令
和
８
年
度
を
目

標
と
す
る
新
た
な
「
柳
井
地
域
農
林

水
産
業
・
農
山
漁
村
振
興
計
画
」（
以

下
振
興
計
画
と
記
載
）
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
、
農
林
水
産
業
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係
者
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
に
開
催
す
る
も
の
で
、
当
日
は
６

名
の
委
員
に
御
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。 新

た
な
振
興
計
画
で
は
、
柳
井
地

域
に
お
け
る
生
産
性
と
持
続
性
を
両

立
し
た
強
い
農
林
水
産
業
の
育
成
を

目
標
に
、「
成
長
を
支
え
る
多
様
な
人

材
や
中
核
経
営
体
の
確
保
・
育

成
」
、
「
柳
井
地
域
農
林
産
物
の
さ

ら
な
る
需
要
拡
大
」
、
「
需
要
の
変

化
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
生
産
供

給
体
制
の
確
立
」
、
「
生
産
や
地
域

を
支
え
る
基
盤
整
備
・
防
災
力
強

化
」
の
４
つ
を
柱
と
し
、
各
種
事
業

等
に
取
り
組
む
計
画
と
し
て
い
ま

す
。 委

員
か
ら
は
、「
購
入
飼
料
の
高
騰

で
肥
育
農
家
の
子
牛
の
購
買
意
欲
が

減
少
し
、
子
牛
市
場
で
例
年
よ
り
安
く

取
引
さ
れ
て
い
る
」
、
「
海
の
栄
養
の

低
下
等
に
よ
り
漁
獲
量
が
低
下
し
て

お
り
、
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
悪
化

し
て
い
る
」
な
ど
生
産
現
場
の
厳
し
い

現
状
に
関
す
る
意
見
や
、
「
既
存
農
業

法
人
が
10
年
先
に
経
営
が
継
続
で
き

る
よ
う
な
支
援
が
必
要
」
、
「
就
農
人

口
は
減
少
し
て
い
る
が
若
い
世
代
が

増
え
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

新
た
な
振
興
計
画
は
、
柳
井
地
域
農

林
水
産
業
・
農
山
漁
村
振
興
協
議
会
で

審
議
さ
れ
、
７
月
を
目
途
に
策
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。 

                

     

柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・
地
消
」

推
進
会
議
で
は
、
や
ま
ぐ
ち
の
農
林
水

産
物
需
要
拡
大
協
議
会
と
連
携
し
て
、

地
産
・
地
消
推
進
を
目
的
に
、
県
産
農

林
水
産
物
等
を
積
極
的
に
利
用
す
る

飲
食
店
等
を
「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
と

し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
４

月
か
ら
、「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
に
新
し

く
「
パ
ン
・
ス
イ
ー
ツ
部
門
」
が
で
き

ま
し
た
。 

       

パ
ン
・
ス
イ
ー
ツ
部
門
の
対
象
は
、

山
口
県
産
農
林
水
産
物
を
食
材
と
し

て
積
極
的
に
利
用
す
る
ベ
ー
カ
リ
ー
、

ス
イ
ー
ツ
店
な
ど
の
菓
子
・
パ
ン
の
小

売
業
者
で
す
。
具
体
的
に
は
、
売
り
場

面
積
ま
た
は
商
品
数
の
50
％
以
上
で
、

県
産
小
麦
お
よ
び
米
を
50
％
超
え
て

使
用
し
た
パ
ン
・
ス
イ
ー
ツ
を
販
売
し

て
い
る
こ
と
、
可
能
な
限
り
卵
や
牛
乳
、

具
材
等
も
県
産
を
使
用
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
基
準
に
な
り
ま
す
。 

１
月
６
日
（
金
）、
周
防
大
島
町
の

「
パ
ン
工
房 

ワ
ン
ハ
ー
ト
」
が
、
管

内
で
初
め
て
パ
ン
・
ス
イ
ー
ツ
部
門
の

「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
と
し
て
新
た
に

仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
「
パ
ン
工
房 

ワ
ン
ハ
ー
ト
」
で
は
県
産
小
麦
せ
と
き

ら
ら
100
％
の
パ
ン
を
自
社
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
柳
井
・
大
島
地
域
の

「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
は
28
店
舗
と

な
り
ま
し
た
。 

今
後
も
、
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
と
連
携

し
て
、
地
産
・
地
消
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
地
元
農
林
水
産
物
の
需
要
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

                

懇話会の様子 

「やまぐち食彩店」開設 

 

新
た
な
「
柳
井
地
域
農
林
水
産

業
振
興
計
画
」
の
策
定
に
向
け

て
、
懇
話
会
を
開
催
し
ま
し
た 

パ
ン
・
ス
イ
ー
ツ
部
門
の 

「
や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
」
が 

 
 

新
た
に
誕
生
し
ま
し
た 
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山
口
県
選
奨
は
、
山
口
県
選
奨
規
則

に
基
づ
き
、
山
口
県
の
住
民
の
福
祉
の

増
進
に
関
し
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

者
ま
た
は
団
体
に
対
し
、
選
奨
す
る
も

の
で
す
。 

こ
の
た
び
、
当
管
内
か
ら
、「
産
業
功

労
」
と
し
て
平
生
町
の
中
本
和
子
さ
ん

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

             

中
本
さ
ん
は
、
生
活
改
善
実
行
グ
ル

ー
プ
連
絡
協
議
会
の
役
員
と
し
て
長

年
、
農
業
・
農
村
生
活
の
改
善
に
ご
尽

力
さ
れ
た
ほ
か
、
農
家
生
活
改
善
士
と

し
て
、
農
家
女
性
の
活
躍
の
場
の
拡
大
、

農
業
の
担
い
手
の
育
成
に
寄
与
さ
れ

て
き
ま
し
た
。 

地
域
に
お
い
て
は
、「
ひ
ら
お
特
産

品
セ
ン
タ
ー
」
運
営
へ
の
参
画
や
、
減

農
薬
等
の
農
産
物
栽
培
を
研
究
す
る

女
性
グ
ル
ー
プ
や
農
産
加
工
グ
ル
ー

プ
を
立
ち
上
げ
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
組

織
を
け
ん
引
す
る
等
、
地
域
農
業
の
発

展
に
も
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
き
ま
し

た
。 こ

れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
農
業
・
農
村

の
振
興
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

     

山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

職
員
を
講
師
と
し
、
は
な
っ
こ
り
ー
Ｅ

２
系
統
の
摘
芯
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

Ｅ
２
の
特
徴
と
し
て
は
早
生
で
あ

る
こ
と
や
、
花
が
咲
き
に
く
い
た
め
、

収
穫
調
製
作
業
の
負
担
軽
減
が
見
込

ま
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
柳

井
管
内
で
は
令
和
４
年
度
か
ら
Ｅ
２

の
導
入
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
他
の
系
統
と
は
摘
芯
の
方
法

が
若
干
異
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
講
習
会

で
は
、
摘
芯
の
適
期
や
摘
む
長
さ
な
ど

の
ポ
イ
ン
ト
を
講
師
よ
り
説
明
し
た

後
、
ほ
場
で
摘
芯
を
実
際
に
行
い
ま
し

た
。
今
後
も
当
事
務
所
で
は
講
習
会
等

を
企
画
し
、
安
定
生
産
技
術
の
普
及
と

生
産
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

                  
 

     
近
年
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
用
が

進
ん
で
い
る
ド
ロ
ー
ン
で
す
が
、
農

業
分
野
で
も
利
用
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
特
に
病
害
虫
防
除
で
は
、
人
力

作
業
と
比
べ
て
大
幅
な
省
力
化
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
大
規
模
経
営

体
や
高
齢
生
産
者
の
労
力
軽
減
に
効

果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。 

柳
井
農
林
水
産
事
務
所
で
は
、
柑

き
つ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ド
ロ
ー
ン
導

入
効
果
試
験
の
研
究
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
狭
小
で
高
低
差
の
大
き
い
段
々

畑
で
も
十
分
な
防
除
効
果
が
得
ら
れ

る
の
か
確
認
す
る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン

防
除
の
現
地
試
験
を
行
い
ま
し
た
。 

試
験
の
結
果
、
ド
ロ
ー
ン
防
除
で
は

貯
蔵
病
害
は
慣
行
防
除
と
同
程
度
の

防
除
効
果
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

散
布
ム
ラ
や
使
用
で
き
る
農
薬
が
少

な
い
等
課
題
も
あ
る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン

防
除
の
普
及
性
に
つ
い
て
引
き
続
き

研
究
機
関
等
と
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

              
 

 

 

 

令
和
４
年
度 

山
口
県
選
奨
お
め
で
と
う 

は
な
っ
こ
り
ー
E
２
の 

摘
芯
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た 

周
防
大
島
町
の
み
か
ん
で 

ド
ロ
ー
ン
防
除
の
実
証
試
験
に 

取
り
組
み
ま
し
た 

 

 

 

講習会の様子 

ドローン防除の様子 

山口県選奨 受賞 中本和子さん 
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新
庄
南
地
区
で
令
和
2
年
度
か
ら

着
手
し
て
い
る
ほ
場
整
備
工
事
が
一

部
完
成
し
、
見
貫
池
か
ら
の
水
を
「
サ

イ
ホ
ン
式
た
め
池
フ
ロ
ー
ト
取
水
シ

ス
テ
ム
」
に
よ
り
取
水
す
る
水
稲
作
付

が
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 事

業

名
：
農
業
競
争
力
強
化
農
地 

 
 

 
 

 

整
備
事
業 

事
業
主
体
：
山
口
県 

（
柳
井
農
林
水
産
事
務
所
） 

地

区

名
：
新
庄
南
地
区 

事
業
工
期
：
令
和
元
年
度
か
ら 

 
 

 
 

 

令
和
7
年
度 

事

業

費
：
958
百
万
円 

事
業
概
要
：
受
益
面
積
A=

29.2

ha 
 

ほ
場
の
大
区
画
化
や
農
道
の
整
備
、

水
源
で
あ
る
見
貫
池
か
ら
の
「
サ
イ
ホ

ン
式
た
め
池
フ
ロ
ー
ト
取
水
シ
ス
テ

ム
」
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
整
備
に
よ
り
、

農
地
を
集
積
し
営
農
す
る
担
い
手
の

作
業
効
率
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。 

    

                

             

 

  

 

 

梅
雨
時
期
の
６
月
頃
か
ら
台
風
時

期
が
終
わ
る
１０
月
頃
に
か
け
て
の
出

水
期
に
は
、
全
国
で
毎
年
の
よ
う
に
水

害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
３０
年
７
月
豪
雨
災
害
で
は
、

西
日
本
を
中
心
に
農
業
用
た
め
池
の

被
害
も
発
生
し
、
全
国
で
３２
箇
所
の

た
め
池
が
決
壊
し
、
下
流
に
大
き
な
被

害
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

山
口
県
に
お
い
て
も
豪
雨
や
台
風

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
県
で
は
農
業
用
た
め
池

の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
山

口
県
地
域
防
災
計
画
で
指
定
さ
れ
て

い
る
危
険
た
め
池
（
令
和
５
年
度
は
柳

井
農
林
水
産
事
務
所
管
内
で
１６
箇
所
）

等
に
つ
い
て
、
毎
年
５
月
上
旬
か
ら
中

旬
に
か
け
て
実
施
す
る
点
検
パ
ト
ロ

ー
ル
に
よ
り
、
た
め
池
の
老
朽
化
の
状

況
を
把
握
し
、
対
策
の
必
要
性
や
管
理

の
適
正
化
を
、
た
め
池
管
理
者
等
に
指

導
し
て
い
ま
す
。 

た
め
池
が
ひ
と
た
び
決
壊
す
る
と

下
流
へ
広
範
囲
に
被
害
が
発
生
す
る

こ
と
か
ら
、
梅
雨
入
り
前
に
は
た
め
池

の
点
検
を
必
ず
実
施
す
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。 

見貫池（サイホン式ため池フロート取水

システム） 

サイホン式ため池フロート取水システム 

        概要図 

 

水稲作付状況 新庄南地区受益地（赤色着色部：見貫池水掛り） 

新
庄
南
地
区
に
お
い
て
、
ほ
場

整
備
工
事
が
一
部
完
成
し
、
営

農
を
開
始
し
ま
し
た 

梅
雨
入
り
前
に
た
め
池
の 

 
 

点
検
を
お
願
い
し
ま
す 

ドローン防除の様子 
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同
様
に
、
近
年
使
用
し
て
い
な
い
た

め
池
で
あ
っ
て
も
貯
水
が
あ
れ
ば
、
管

理
が
行
わ
れ
ず
に
危
険
な
状
況
と
な

っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
現

地
を
点
検
し
て
下
さ
い
。 

た
め
池
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
市
町

の
農
業
農
村
整
備
担
当
課
も
し
く
は

柳
井
農
林
水
産
事
務
所
農
村
整
備
部

農
地
活
用
課
（


０
８
２
０
・
２
５
・

３
２
９
４
）
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

               
  

  

昨
今
、
農
家
の
高
齢
化
、
担
い
手
不

足
等
に
よ
り
管
内
に
耕
作
放
棄
地
が

増
加
し
て
い
ま
す
。 

畜
産
部
で
は
、
耕
作
放
棄
地
を
解
消

し
農
地
を
守
る
た
め
に
、
山
口
型
放
牧

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

山
口
型
放
牧
と
は
、
生
産
条
件
が
不

利
な
水
田
、
耕
作
放
棄
地
な
ど
を
電
気

牧
柵
で
囲
い
、
牛
を
放
牧
す
る
方
法
で

す
。
生
い
茂
っ
た
雑
草
を
牛
に
食
べ
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
重
労
働
で
あ
る

草
刈
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
も
に
、
農
地

の
復
元
や
隣
接
す
る
農
地
の
獣
害
被

害
低
減
効
果
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

令
和
４
年
度
は
、
周
防
大
島
町
（

11/27
）

と
柳
井
市
平
郡
島
（
2/7
、
3/16
）
で
開

催
さ
れ
た
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
講
習

会
に
参
加
し
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る

緩
衝
帯
づ
く
り
に
、
山
口
型
放
牧
の
活

用
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
両
地
域
と

も
昨
今
、
野
生
い
の
し
し
に
よ
る
被
害

が
増
加
し
て
お
り
、
喫
緊
な
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
放
牧
に
必
要
と
な

る
牛
や
資
材
の
貸
出
制
度
も
あ
り
、
職

員
が
牛
の
管
理
や
電
気
牧
柵
の
設
置

に
係
る
指
導
も
行
い
ま
す
の
で
、
牛
の

飼
養
経
験
が
無
い
方
で
も
山
口
型
放

牧
を
実
施
で
き
ま
す
。 

山
口
型
放
牧
に
興
味
の
あ
る
方
は

畜
産
部
（


０
８
２
０
・
２
２
・
２
４

１
６
）
ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

  

    

 
 

                           

    

牛
飼
養
農
家
に
は
、
子
牛
を
産
ま

せ
て
家
畜
市
場
で
販
売
す
る
繁
殖
農

家
と
、
そ
の
子
牛
を
購
入
し
て
肥
育

し
肉
牛
と
し
て
販
売
す
る
肥
育
農

家
、
子
牛
を
生
産
し
、
肥
育
す
る
一

貫
農
家
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
子

牛
が
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が

最
低
条
件
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
子
牛

が
元
気
で
あ
る
こ
と
が
何
よ
り
望
ま

れ
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
牛
に
は

母
牛
が
妊
娠
中
に
感
染
す
る
と
流
産

や
死
産
、
奇
形
等
を
引
き
起
こ
す
ウ

イ
ル
ス
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は

吸
血
昆
虫
の
中
に
潜
み
、
暖
か
く
な

る
と
大
陸
か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
に
乗

っ
て
日
本
に
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ

で
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
感
染

を
防
ぐ
た
め
の
手
段
、
ワ
ク
チ
ン
で

す
。
畜
産
部
で
は
、
吸
血
昆
虫
活
動

前
の
春
期
に
、
流
産
や
奇
形
等
の
異

常
産
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
に
効

果
の
あ
る
「
異
常
産
４
種
混
合
ワ
ク

チ
ン
」
の
母
牛
へ
の
接
種
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
推
進
や
飼
養
衛
生
管
理
指

導
等
を
通
じ
て
、
畜
産
の
振
興
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 
集落点検で藪の状況を確認

（柳井市平郡） 

ため池点検パトロールの状況 

集落点検のまとめ 

（周防大島町西屋代地区） 

 
 

鳥
獣
被
害
対
策
に 

山
口
型
放
牧
の
活
用
を
！ 

元
気
な
子
牛
を
生
む
た
め
の 

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て 
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令
和
５
年
３
月
１０
日
（
金
）
に
山
口

県
特
用
林
産
物
生
産
振
興
会
と
山
口

県
の
主
催
に
よ
り
、
周
防
大
島
町
の
大

島
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
た
け

の
こ
等
生
産
技
術
講
習
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
講
習
会
は
、
担
い
手
の
確
保

と
生
産
性
の
向
上
及
び
安
定
供
給
・

高
品
質
化
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

平
成
２７
年
度
か
ら
開
催
し
て
お
り
、

今
回
は
山
口
県
内
の
竹
林
所
有
者
や

竹
材
・
た
け
の
こ
生
産
者
な
ど
、
計 

２６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

始
め
に
、
県
森
林
企
画
課
か
ら
県
内

の
竹
林
・
た
け
の
こ
に
つ
い
て
学
ん
だ

の
ち
、
地
元
で
竹
林
整
備
や
里
山
再
生

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
美
し
い
三
蒲
を
創

る
会
」
の
取
組
紹
介
お
よ
び
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、「
美
し
い
三
蒲
を
創
る
会
」

が
管
理
す
る
、
た
け
の
こ
生
産
林
を
見

学
し
ま
し
た
。 

 

２
時
間
の
講
習
会
で
し
た
が
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
話
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。 

 

県
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
竹
林
整
備
の

推
進
や
た
け
の
こ
の
消
費
拡
大
に
向

け
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。 

                             

   

近
年
、
全
国
的
に
局
所
的
な
集
中
豪

雨
に
よ
る
山
地
の
崩
壊
や
土
石
流
等

の
山
地
災
害
が
多
発
し
、
人
命
や
財
産

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。 

                        

山
口
県
で
も
、
平
成
30
年
７
月
豪

雨
災
害
を
は
じ
め
、
各
地
で
大
き
な
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
、
本
格
的
な
梅
雨
期
を
前

に
、
山
地
災
害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
よ
り
、
家
族
や
近

所
の
方
と
山
崩
れ
の
恐
れ
の
あ
る
場

所
や
避
難
場
所
を
確
認
し
、
災
害
に
備

え
る
と
と
も
に
、
大
雨
が
降
っ
た
際
に

は
、
気
象
情
報
に
注
意
し
、
少
し
で
も

身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
迷
わ
ず
安
全

な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。 

     

山
口
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
柳

井
支
部
（
山
口
県
漁
協
８
支
店
（
光
、

田
布
施
、
室
津
、
柳
井
、
平
郡
、
浮
島
、

安
下
庄
、
東
和
町
）、
大
畠
漁
協
の
青
壮

年
部
で
構
成
）
で
は
、
地
魚
の
消
費
拡

大
や
魚
食
普
及
を
目
的
と
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
以
降
は
活

動
を
自
粛
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、

３
年
ぶ
り
に
「
出
張
！
お
さ
な
か
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

美しい三蒲を創る会 取組紹介 たけのこ生産林 見学  

 

 

周
防
大
島
町
で
タ
ケ
ノ
コ
等

生
産
技
術
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た 

 

山
地
災
害
に
備
え
る 

「
出
張
！
お
魚
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
」
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま

し
た 

 

 

 

どうしたらいいの？ 
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こ
れ
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園
に
出
向

い
て
、
漁
業
者
自
ら
が
獲
っ
た
地
元
産

の
魚
介
類
を
料
理
し
て
ふ
る
ま
う
イ

ベ
ン
ト
で
、
今
回
は
周
防
大
島
町
の
ひ

ら
い
保
育
園
で
開
催
し
、
園
児
・
保
護

者
・
園
職
員
を
含
め
た
61
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

内
容
は
、
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
と
地

魚
を
使
用
し
た
料
理
の
提
供
で
す
。 

タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
で
は
、
30
種

類
以
上
の
海
の
生
き
物
を
じ
か
に
触

る
体
験
が
で
き
、
園
児
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
、
保
護
者
の
方
も
一
緒
に
な
っ
て
大

は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。 

             

料
理
メ
ニ
ュ
ー
は
、
サ
ヨ
リ
（
室
津

産
）
の
フ
ラ
イ
、
水
イ
カ
（
田
布
施
産
）

の
煮
つ
け
、
コ
ウ
イ
カ
（
浮
島
産
）
の

炭
火
焼
、
小
魚
（
田
布
施
産
）
の
つ
み

れ
汁
、
貝
類
（
浮
島
産
）
の
炊
き
込
み

ご
飯
で
、
お
代
わ
り
を
何
度
も
す
る
光

景
も
み
ら
れ
ま
し
た
。 

             
同
支
部
で
は
、
漁
業
へ
の
理
解
、
水

産
物
の
地
産
地
消
を
目
的
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
今
後
も
実
施
し
て
い
く
考

え
で
す
。 

             

      

タッチングプールの様子 

配膳の様子 

令和４年度山口県農林水産業関係表彰・認定式が、山口県庁正庁会議室において開催され、

当事務所管内においては、次の方が表彰または認定を受けられました。 

【表彰】〇山口県農山村振興賞（団体の部） 

・農事組合法人おおさこ（柳井市） 

・農事組合法人長野みのり（柳井市） 

   〇山口県農山村振興賞（個人の部） 

     ・竹本よし江さん（周防大島町） 

【認定】〇山口県指導農業士 

      ・國司崇生さん（周防大島町） 

    〇山口県指導漁業士 

      ・村田嘉之さん（周防大島町） 

    〇山口県青年漁業士 

      ・東原満彦さん（周防大島町） 

    〇山口県農家生活改善士 

      ・田村伊都子さん（周防大島町） 

 

 今後とも、農林水産業・農山漁村の発展に向け、ますますのご活躍を期待しています。 

 

 
 

表彰・認定 
おめでとうございます 

 


